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　産
直
ま
ん
さ
く
は
令
和
６
年
５

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

現
在
で
は
月
に
約
３
，０
０
０
名

が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
人
気
の
背
景
に

は
、
そ
の
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
が
関

わ
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　以
前
は
、
農
産
物
は
町
内
産
が

ほ
と
ん
ど
で
、
時
期
に
よ
っ
て
は

品
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
町

内
だ
け
で
な
く
、
最
上
地
域
や
県

内
の
各
地
に
産
直
ま
ん
さ
く
の
会

（
会
長

　八
鍬
太
さ
ん
）
の
会
員

が
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
当
時
６２
名
だ
っ
た
会
員
は
、
８７

名
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
町
内
だ
け
で
な
く
、
県
内

各
地
の
旬
の
農
産
物
が
毎
日
届
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　新
鮮
な
農
産
物
を
そ
ろ
え
る
た

め
に
は
、
生
産
者
の
協
力
と
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
度
に
続

い
て
今
年
度
も
全
国
的
に
高
温
・

少
雨
と
な
り
、
野
菜
の
生
産
量
が

減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

産
直
ま
ん
さ
く
の
会
で
は
、
東
北

農
林
専
門
職
大
学
の
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
高
温
・
乾
燥
時
に
お
け

る
野
菜
づ
く
り
の
研
修
会
を
開
催

し
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ

が
栽
培
計
画
を
立
て
、
商
品
が
品

薄
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
策
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
と

お
し
て
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て

品
ぞ
ろ
え
の
確
保
を
行
な
っ
た
こ

と
で
、
一
般
に
は
販
売
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
な
珍
し
い
旬
の
野
菜
や

食
材
も
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
産
直
ま
ん
さ
く
で
は
、

多
く
の
方
に
訪
れ
て
も
ら
う
た
め

の
工
夫
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
行
わ
れ
る
「
ま
ん
さ
く
の

市
」
で
は
、
季
節
の
行
事
な
ど
に

合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
お
盆
の
時
期
に
は
赤
飯
や
花

を
販
売
し
た
り
、
若
鮎
ま
つ
り
へ

の
出
店
や
店
頭
で
の
焼
き
鮎
販
売

を
し
た
り
、
地
域
の
方
が
来
た
く

な
る
よ
う
な
店
づ
く
り
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
他
に
も
、
町
内
外
の

方
に
広
く
産
直
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
を
ラ
ジ

オ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
行
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
１０
月
末
か
ら
は
や

ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

協
賛
店
へ
登
録
し
、
子
育
て
世
帯

へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
予
定
し
ま
す
。

　産
直
ま
ん
さ
く
は
、
こ
れ
か
ら

も
生
活
に
密
着
し
、
地
域
の
方
か

ら
愛
さ
れ
る
産
直
を
目
指
し
ま
す
。

変
わ
り
続
け
る
産
直

生
産
者
の
思
い
を
込
め
て

＜産直まんさく収穫祭＞

「産直まんさく」に関わるみなさんに聞きました「産直まんさく」に関わるみなさんに聞きました

　産直まんさくでは収穫感謝祭を開催します。

▼日　時／１１月１５日（土）午前９時３０分～

▼場　所／産直まんさく

▼内　容／次のイベントを予定しています。

　　　　　・お楽しみ抽選会

　　　　　・収穫感謝祭特別価格、均一コーナー

　　　　　・出店（芋煮、焼き鮎、クレープなど）

▼問い合わせ／産直まんさく　☎（２９）５３７０

＜産直まんさくの会　会員募集＞

舟形町観光物産協会　事務局　出井　浩貴さん

　まんさくの会では農産物を出品する会員を募集

しています。

▼対　象／県内在住の生産者の方ならどなたでも

▼年会費／５,０００円

　※その他費用がかかります｡詳しくは問い合わせください。

▼問い合わせ／産直まんさく　☎（２９）５３７０

※産直まんさくの最新情報につい
　ては、ＱＲコードからインスタ
　グラムをご覧ください。

ふながたの「お宝」。舟形町のもの、人、場所などをシリーズで紹介します。
第16弾は「産直まんさく」です。

思
い
で
繋
が
る

産
直
ま
ん
さ
く

　まんさくの管理・運営を担う上
で、地域の方に来てもらえるよう
な場所づくりを意識しています。
　「産直まんさくはこんなとこ
ろ」と若い世代にもイメージして
もらえるよう、入荷した商品など
の写真をＳＮＳへ投稿し、月に約
６万回も閲覧されています。
　現在は、買う人が増えれば商品
も増える、商品が増えれば買う人
も増えるという好循環が生まれて
います。より多くの方が訪れたく
なるような産直を目指します。

産直まんさく　店長　奥山ふみ子さん
　お客様から「この前に買った野
菜、おいしかったよ」「ＳＮＳの
写真を見て来たんだ」など、とて
もうれしいお声をいただき、スタ
ッフ一同とても喜んでいます。
　埼玉県や神奈川県など、地域の
方以外にも県内外の方も多く来店
されます。遠方から来てくださる
方がリピーターとなってくださっ
たり、旬のものを買いに来た方が
あわせて他の加工品を買ってくだ
さったり、とてもうれしいです。

産直まんさくの会　会長　八鍬　　太さん

産直まんさくの会　副会長　佐藤あや子さん
　産直まんさくに関わって、特に
記憶に残っているのは、退職して
から野菜づくりを始めた方とお話
したときのことです。「自分の野
菜が売れてうれしい。孫にお小遣
いもあげられる」と笑顔で話して
くれました。その言葉がうれしく、
まんさくの会のみなさんとお話し
すると、今でも思い出します。
　いくつになっても新しいことに
取組むことができるのも、産直ま
んさくの魅力かもしれませんね。

　生産者として、お客様の「欲し
い」に応える品ぞろえを意識して
います。
　１人が大量に出荷するのではな
く、たくさんの会員の方がさまざ
まな品目を出品することで、「あ
の野菜が欲しい」といった要望に
応えることができます。
　今後は東北農林専門職大学の学
生がつくった野菜も店頭に並ぶ予
定であり、さらに魅力的な品ぞろ
えを目指します。

肉･魚･卵など生活に必要なものがそろいます

店頭に並ぶ旬の果物

野菜（アスパラガスなど）

果物（ぶどう､りんごなど）

農産物（花､卵､マッシュルームなど）

産直まんさくの人気商品

お客様の声

意外な商品も多く
来るたびにおもしろい

スタッフの方の対応で
温かい気持ちになれる 笹巻やもちなど

素朴ですばらしい加工品
都会にお土産として
持っていくととても喜ぶ

手ごろな値段が魅力


